




























































































































































ドが落ちてきていると ろです。 すから、こ ォーラムを、一気に復興のほうへ流れ 変える良い機会と促えてここ 臨んでいるわけです。　
私がここに参加した目的は二つあります。１点目は、第三者あ


































ましたが、 たとえば「ありがとう」は、与論は「トートゥガナシ」ですが、関西だと「おおきに」というイメージがあります。 かし今は、私の民俗村に見 る関西のお客様は「おおきに」を使う人はほとんどいません。 ありがとう」と言います。そういう感じで、本土方言の場合はその地域の訛りは残るのでしょう 、会話のなかで単語自体はだんだん共通語が増えていくような変化だと思うの す。　
ところが与論の方言の場合は日本語と外国語ほどの差がありま














うにしましょう」という努力事項が掲げられたりして、私もよく学校で方言を使って見つかったり 友達に告げ口されたり まして、方言札をかけさせられたり、廊下 立たされ りという思出があります。　
ところで今ユンヌフトゥバがどうして衰退したかという要因に
ついて話をするときに、方言禁止運動の負の部分だけを強調しがちです。しかし当時の先生方は自分の教え子が本土に出て行ったときに困らないように、差別されないよ に 愛情を持って指導をしたと思うので 。ですから、そういう先生方 あ がたさ、愛情と、また共通語推進運動があったからこそ、試験はすべて共通語で出されるわけですから 学力向上にも成果があっ こともまた忘れてはならな と思います。　
学校に方言禁止という校則があったことは、確かに子どもたち
や親にも「方言は共通語に比べると劣ったことばで る」 、そしてまた「方言で話すことは恥ずかし 」と 意識を抱かせました。ただそれは、親御 んが子ども ちに積極的にユンヌフトゥ
バを教えなくなった要因の一つではあっても、主たる要因ではないと思うのです。環境の変化と方言の衰退　
私は方言衰退の大きな要因は生活スタイルの変化にあると考え
ています。昭和三〇年代に入りますと与論島でも核家族化が進みます。それから観光客が増えてきま 沖縄の復帰が昭和四七年ですから、 までは与論島が日本最南端 島だったのです。高度経済成長期ですから、経済的に豊かになった都会の若者たちが「日本最南端の島、与論島に行こう」ということに て一気に押し寄せました。都会の若者たちが一気に押し寄せたこと。そしてまた学校に部活動、スポーツ少年団 できたり て、子どもちも夕方遅くまで学校にいる。帰ってきたら「宿題 早くしなさい、風呂に入りなさい」と 後はテレビを見て、寝る。　
そういう暮らしの変化の中で、私が小・中学生の頃は学校内だ









では自分なりにできるところまでしようということで、たとえば観光協会、商工会など、直接関係ないような ころにも行きまた。 「観光とは海のレジャーだけで ありません、島のいろいろな素晴らしい文化があるのだから、それ自体、方言を含めて、独特の習俗とか、 ろいろとありますから、そう も 残いくのが観光になるのではな か」と訴えました。商工会 ど場違いみたい ところでも方言のこ ばかり言って、本当に「この方言バカが」と言われるくらいな ですが、そのようにやっ きました。　
平成一三年に、私が住んでいる東区集落の子ども育成会の会長





論小学校のＰＴＡの副会長をやってくれないかと言われましたので、私の思いも言って、 「できれば小学校で方言の授業ができませんか。それができるのだったら副会長を引き受けます」ということで、もちろん反対は出ませんでした。そこで、ＰＴＡ要覧に正式に「ユンヌフトゥバを話し いこう、保存し いこう」ということを載 てもらって、それからまた始めました。　
１学期は月２回図書室を借りて、子どもたちを呼んで勉強会を
しました。２学期からは月１回、 「総合的な学習の時間」という正式な授業という形で取り組むようになりま た 私はアシスタントティーチャーとして参加しています。 が現在 続いております。平成一四年から現在まで、全校生徒 象でやっています　
翌年の平成一五年、今度は中学生にも授業をするようになりま

















































その使 分けができなくなっています。 それから敬語 用 方も、いわゆる共通語の敬語の用い方と違うところがありますが、これも共通語に合わせてしまっている。　
先ほど狩俣先生からありましたが、第二過去、第一過去と う
ものがありました。 「ワイタン」と「ワタ 」の使い分け。それも若い人たちができなくなっ い す。 そういうこ もあるので、一刻 早く復興させないといけな ということを感じ おります。　
それでも今、学校での取り組みも広がりつつあり、与論町の条






ているだけで、 「残ったほうがよいか、残らないほうがよいか」と聞くと、 「それは残ったほうがよい」と答えてくれます。まだそういう気持ちが皆さんにあれば、島民がみな力を合わせて、本当に方言が大事だと思って力を合わせれば復興できると私は信じています。今後の活動 つ　
今後の取り組みについてですが、今後はこれまでの活動を通し
て浮かび上がった問題を一つひとつ解きほぐしながら、活動の輪を広げていきたいと思っています。具体的には、まず最も大事なことは、島の人自ら、一人ひとりが自分の話すことば、島のことばは与論の宝である。そしてこれは自分たち 代で失ってはいけない。次の世代に伝えていくべき大切な文化である。そして自分のアイデンティティである。与論の のアイデンティティであると強く認識する から始ま と思います。　
大人自身が二言語併用生活のすごさに気付いていない。自分が
















方言はずっと聞いて育っていれば話せるというものでは ど もないようです。聞いて理解するのと話 のは別のようなので、そのこともまた理解して、子どもたちに今後教えていく があるかと思ってい す。　
ほとんどの親はユンヌフトゥバが残ってほしいと思っておりま










子ども会育成連絡協議会等、多くの団体がありますが、残念ながら現在のところ、それらの団体か 自主的にことばの復興に対して取り組みが見られません。どうしても生業と言いますか、観光協会だったら観光だけ、観光 ことばと 文化が結びつかない。婦人会だったら、た えば子育てとか花壇の花植えなど 議題に上ってしまって、子どもに方言を伝えていく いうことも議題してほしいのですが どう そういう団体でことばの問題が一向に上がってこないのが残念です。 さんにも今後は声掛けをしていこうと思 います。　
それから現在は主に小学生、中学生を対象に継承活動が行なわ
れているのです 、青年層が今、空白地帯になっております。ことばの問題は空白層を作 は けませんので、今後青年団に働きかけをしていこうと思っています。　
奄美と沖縄だけが共通語励行教育を受けたと思い込んで、本土
の人と方言の話になるとそのことばかり言う人 また同時に本土の人も自ら 地域にも共通語励行教育があ ことを知らない人が多いために、いろ ろと誤解があり 共通語励行は全国的に推進され ことであ けれども、その取り組みに地域差があったことなども説明して、そうい 誤解 取り除いていくことも大事かと思っています。　
ユンヌフトゥバ復興に向けてしっかりとした仕組みと仕掛けが




の中心の都会でこういうフォーラムが開催されましたが、今度はぜひ現場で開催していただきたい。これは特に強く申 上げたいのです。ぜひ私たちの与論町に来て、こういうフォーラムを開催していただきたいと思う です。内側からだけの運動ではなかなか殻は破れないということを常々感じております。 島にいると 「隣の若造が何かやっているぞ」 いう感じなので 島の人たちを動かすためには第三者の意見と言いますか、専門家の方々 ご意見とか、内側 らと外側から 意見がど しても必要です ういうフォーラムを開催していただ て、一気に復興に弾みをつけたい。本当に強くそのことを願っています。　
最後になりますが、これまで特に明治以降、方言を少し蔑視し
てきたところもありまして、その地域の方言ならでは 豊かな感情・感覚表現などが相当失われた 思うのです。もし共通語しなければこの国の言語社会は「干 びた」とまでは言いませんが、どうも味気ないよ に思い す。全国にいろいろな方 あるからこそ、ことばが生き生きとして、瑞々 く 、そして躍動感あふれるような言語社会に るので ないでしょうか。　
そこで、日本の方言の多様性を守るために私たち一人ひとりは





穴が開いてしまい、どんどんその宝物が漏れ落ちていく。元に戻そうと落ちた言葉を拾って器の中に入れるのだが、漏れるほ が早く、みるみる中身が少なくなっていく。手が足りません。そこの道行 人よ、手を貸 てくれ。通り過ぎないでくれ」 。こんな状況ではないでしょうか。　
物事は何でも経験してみないとわからない こと ありま
すが、ことばの消滅は経験したら取り返しがつきません それっきりです。どうぞ皆様、各地の方言が、そして二言語併用社会が今後もずっと残っていくように 皆さんで力 合わせていきまょう。私 バイリンガル 島、与論島を取り戻すべく頑張きます。ミッシーク トートゥガナシ。ありがとうございました。（拍手）
23 ●　講演２　与論の言葉で話そう─バイリンガル島を目指して─
